
授業科目名

4年　前期

開講形態 時間数 単位数 3

授業の進め方

3年次の各領域の看護学臨地実習がすべて終了した学生が履修できる。　
　　
島根県内の16市町村と7保健所での実習を想定した演習を行う。

地域看護学実習Ⅰ 担当教員
伊藤智子、榊原文、竹田裕子、
福岡理英、宇都宮咲子

開講年次及び学期 必修・選択の別 必修

実習 135

　令和2年度の地域看護学実習Ⅰは、コロナウイルス感染拡大防止の観点から、予定していた島根
県内の市町村・保健所での3週間の実習を中止し、代替えの演習をオンラインで行う。演習内容
は、個別・集団・組織的取り組み・地域診断・健康教育、保健活動の事業化で構成し、公衆衛生看
護学に必要な知識、技術、態度を学ぶ。
　保健師国家試験を受験するために必要な科目であり、保健師課程で学んできた知識、技術を統合
し実践をする科目である。

授業の目的（概要）

１．地域の社会・経済・文化的特性をふまえた情報収集およびアセスメントを行い、
      健康課題を見出すことができる。
２．健康課題を解決するための保健事業を企画・立案，実施，評価，改善する過程が説明できる。
３．家庭訪問の一連の過程を理解し，個人・家族の健康課題を考えることができる。
４．個別支援事例の支援記録を書くことができる。
５．健康教育の一連の過程を展開し，実施することができる。
６．地域組織，グループの支援，育成について説明できる。
７．保健・医療・福祉との連携や，住民との協働における保健師の役割が説明できる。
８．健康危機の予防活動について理解できる。

学修成果（到達目標）

　 標準保健師講座１　地域看護学概論，医学書院，最新版
    標準保健師講座２　地域看護技術，医学書院，最新版　
　 公衆衛生看護学　Jp　インターメディカル 
　 国民衛生の動向
　 日本看護協会監修：保健師業務要覧，日本看護協会出版会，最新版
参考図書
　　　平野かよ子編集：最新　保健学講座５　公衆衛生看護管理論，メヂカルフレンド社
 　     麻原きよみ編集：公衆衛生看護学テキスト1　公衆衛生看護学原論　医歯薬出版
　　　佐伯和子編集：公衆衛生看護学テキスト2　公衆衛生看護技術　医歯薬出版

オフィスアワー

伊藤智子(地域・老年看護学講座）　質問等随時受け付けます

キーワード

成績評価の方法（合否基準）

事前学習や演習の態度、演習の記録、発表会、最終レポートえお総合的に評価する。

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

保健師、公衆衛生看護、地域看護、家庭訪問、グループ活動支援、地区組織活動、地域診断、健康
教育、保健活動の事業化



モデル・コア・カリキュラムとの関連

A-1-1)看護職としての使命、役割と責務
ねらい：自分の責任と能力を認識したうえで、その範囲内で責務を果たす。
学修目標：
④自分の責任と能力の範囲を知り、可能な役割と責務を果たすことができる。
A-2-2)看護実践能力
ねらい：統合された知識・技術・態度に基づき、根拠に基づいた全人的な看護実践を学ぶ。
学修目標：
④看護実践能力を自己評価し、必要な学修ができる。
A-5-1)保健・医療・福祉における協働
ねらい：様々な人々と協働し、チームの一員として看護職に求められる役割を果たすための基盤を
学ぶ。
学修目標：
③様々な人々との協働を通して、健康上の者課題への対応に参画できる。
A-7-2)保健・医療・福祉等の多様な場における看護職の役割
ねらい：保健・医療・福祉等の多様な場における看護職の役割について学ぶ。
学修目標：
②地域社会の変化、保健医療福祉の動向を踏まえ、今後の看護職に求められる役割や責任について
考察できる。
F-1-1)臨地実習における学修
ねらい：「A看護系人材(看護職)として求められる基本な資質・能力を常に意識しながら臨地実習
を行う。
学修目標：
①プロフェッショナリズム
②看護学の知識と看護実践
③コミュニケーション能力
④保健・医療・福祉における協働
F-2-3)チームの一員としてのケア参画
ねらい：チームの一員として、チームメンバーの指導を受けながらケアに参画すること、また実習
グループメンバーによる協働学修を通じ、多様な場で多様なニーズを持つ人々に対応するための基
本的能力を育成する。また、チームの一員として活動できる態度を養う。
学修目標：
③チームメンバー(指導者)の指導の下、看護の実践および報告・連絡・相談ができる。
④カンファレンスにおいて自身の意見を表明し、メンバーの意見を聞くことができる。



回 日程 時間 場所 実施方式 授業内容 担当者

9:00～10:30 N601 Webex(ライブ) 家庭訪問事例の説明 伊藤

10:30～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
家庭訪問事例の検討

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

9:00～12:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
家庭訪問事例の検討

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

13:00～17:00 各研究室
Webex

（ミーティング)
家庭訪問事例のミーティング（圏域別）

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

3 6月18日（木） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
家庭訪問事例の検討

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
家庭訪問事例の検討

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

14:30～16:00 各研究室 Webex（ライブ) 家庭訪問演習の解説 伊藤

16:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
レポート作成

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

5 6月24日（水） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
地域診断

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

6 6月25日（木） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
地域診断

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

7 6月26日（金） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
地域診断

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

8 6月30日（火） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
健康教育指導案と教材づくり

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

9 7月1日（水） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
健康教育指導案と教材づくり

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

10 7月2日（木） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
健康教育指導案と教材づくり

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

11 7月3日（金） 9:00～17:00 各研究室
Webex

(ミーティング)
健康教育発表会（圏域別）

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

9:00～10:30 N601 Webex(ライブ) 地域診断から事業化へ 伊藤

10:30～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
事業計画作成

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

9:00～12:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
事業計画作成

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

15:30～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
事業計画作成

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

14 7月8日（水） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
事業計画作成

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

15 7月9日（木） 9:00～17:00 各研究室
個人ワーク

（随時個別指導）
事業計画作成

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

9:00～15:30 各研究室
Webex

(ミーティング)
事業計画発表会（圏域別）

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

15:30～17:00 各研究室
Webex

(ミーティング)
事業化演習解説

伊藤，榊󠄀原，竹田
福岡，宇都宮

＜最終レポート課題＞　　　　提出締め切り及び場所については演習オリエンテーションで説明します。

2．　自分の（4月当初の）実習課題について、資料を基に現場の取り組みをまとめてください。

22 7月10日（木）

【保健所・市町別にA41枚程度（図業を含む）】

7月7日（火）

実施方式が「個人ワーク」のところは、担当教員とのやり取りが可能です。必要に応じてメールでの連絡またはWEBEXミーテイングを行ってく
ださい。

１．　「地区組織活動」「家庭訪問」「地域診断」「健康教育」「保健事業の事業化」「危機管理」についてのそれぞれの学びと、これらの活動を総
合して公衆衛生看護活動をどのように捉えたのかについて述べてください。（1600字程度）

授業計画

6月16日（火）

6月17日（水）

7月6日（月）

備考

moodleに挙げている動画は学習内容に対応しているものを自由に見てください。

1

2

4 6月19日（金）

12

13


